
365日フォトコンテスト 風景部門・富士山

富士山を撮って応募しよう
賞金・賞品総額100万円相当！

「G サミット」イベント 参加者募集

6月8日はGサミット2012にいく
PCC 会員限定

学び・見せる・出会いの場
「なかま展」作品募集

秋山庄太郎記念「花」写真コンテスト2011

写真を見る人が喜ぶ顔を
想い浮かべ写す

会員70,969名の皆さんの力で社会貢献しています。
フォトカルチャー倶楽部。

（2012年1月31日現在）

希望の春、
写真の力で記憶する

春の思い出 撮って残す
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みんなで新しい写真体験を！
フォトカルチャー倶楽部（PCC）は会員の皆様のご支援で、さまざまな社会貢献・文化貢献・環境保護貢献をしています

美しい地球を写そう! 美しい地球を守ろう！ 写真で人の絆を深めて、すべての生き物と共生しよう!

上の写真：「今年も満開ね」
前田陽一朗さん（愛知県）

高知県と愛媛県の県境にある推定樹齢200年の枝垂桜。
上部に現れた月輪は、一生に一度見られるか分からない
見事さで、畏敬の念を抱かずにはいられませんでした。

毎年撮りにいく神社の桜の前で、祖母と愛犬モコの表情
をねらいました。地面すれすれに近いローアングル、近
距離から超広角レンズで撮影した作品です。

ハッセルブラッド500C/M、ディスタゴン50mmF4、
RTPⅡ、高知県仁淀村(現：仁淀川町)

ゼンザブロニカS2、ニッコール40mmF4、F11、1/60秒、
ベルビア100F、愛知県一宮市(日吉神社)、2009.3.24

「カメラのキタムラフォトコンテスト2009春夏」より「カメラのキタムラフォトコンテスト2009春夏」より

表紙：「桜花光輪」
横田康治さん（高知県）みんなの写真で表紙を飾ろう!　

作品投稿お待ちしています。

http://npopcc.jp

（応募は→P48）

フォトカルチャー倶楽部

＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、フィルム(ISO感度)、撮影地、撮影日時



※この写真は「フォトライフ四季」ホームページhttp://www.kitamura.
jp/photo/shiki/にも掲載しています

68年渡米。74年NYにHASHIスタジオ設立、世界の
優良企業500社以上に広告写真を提供。近年は芸術
作品も制作、東京都写真美術館、国立西洋美術館で
個展。作品制作の傍ら2010年プロ育成のための

『HASHi 国際写真塾』創設。プロ・アマ問わず、後
進育成にも尽力中。www.hashi-ipj.com

アメリカ、ニューヨーク
写真：HASHI

空気のなかへ跳ね上がるように飛ぶ水滴。今、まさ
に姿を現した。人の心のなかにある、限りなく純度
の高い生命の海から。私達は心ひとつで何度も生ま
れかわることができる。水面に映るグラスは、昨日
までの自分だ。この作品は、そんな私自身の人生に
おける、新たなる「誕生」を記念した作品である。

「BIRTH - 誕生 -」

写真の力
P O W E R  O F 
PHOTOGRAPH[      ]

HASHI〈橋村奉臣〉『一瞬の永遠』より

3

ハッセルブラッドH-1、ハッセルブラッド80MM-F2.8、F22、1/500秒、ニューヨーク、2006、10万分の1秒の特注のライトを使用

＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、撮影地、撮影日時、その他使用器材 2
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『NATIONAL
GEOGRAPHIC』より

写真の力
P O W E R  O F 
PHOTOGRAPH[      ]

アフリカ東部のアファール低地
は、世界でも地質活動が最も活
発な場所のひとつ。硫黄と藻類
が温泉を鮮やかな色に染め、塩
とミネラル成分が縁どる。まる
で、ハリウッドの特殊撮影でつく
り出されたような光景だ。（「ナシ
ョナル ジオグラフィック日本版」
2012年1月号より） http://www.n 
ationalgeographic.jp/

ⓒ2012 George Steinmetz/
National Geographic 
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全国からの応募数が１万点を超える「よみうり風景写真コンテスト」。誰もが持って
いるこころの風景を、未来の世代に残し、伝えつづけていくという思いを込めて、入
賞した200作品を写真集『こころの風景』（→P34）に掲載しています。一般応募の
ほか全国約1000店舗のカメラのキタムラ店頭からも応募できます。

あなたの忘れられない
「こころの風景」を待っています

みんなでつくる『フォトライフ四季』
編集部が選んだ今月の2枚

写真の力
P O W E R  O F 
PHOTOGRAPH[      ]

右：「萌黄流し」
吹抜洋美さん（広島県）

急斜面に整然と並んだ杉木立に、先人たちの苦労がうかが
えます。稜線を彩る山桜が今を盛りと咲きほこり、見る人
の心を和ませてくれます。
ペンタックス645N、400mm、F13、1/8秒、フジクロー
ムベルビア50、PL、奈良県上北山村、2009.4.23

「よみうり風景写真コンテスト2010」より

貯水ダムで見つけた湖上に咲く桜の老木です。湖底に
沈んだ土地の一本桜に生命力を感じ、自然の美しくミ
ステリアスな光景として、深く心に焼きつきました。
キヤノンEOS5D MarkⅡ、EF24-105mm、F10、PL、
島根県飯南町、2010.4.11

「よみうり風景写真コンテスト2010」より

上：「ダムの湖上に咲く桜」
田中昭三さん（広島県）

沈んだ故郷に根づく桜

龍となり尾根を駆ける山桜

＜撮影データ表記＞カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、フィルム(ISO感度)、フィルター、撮影地、撮影日時7
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秋山庄太郎記念「花」写真コンテスト2011

写真を見る人が喜ぶ顔を
想い浮かべ写す

門間栄子さん（秋田県秋田市）

ニコンF4s、28-200mm、F5.6、コダックE100VS

「春が来た」
宮岡武さん（埼玉県蕨市）

キヤノンEOS 7D、EFS15-85mm、F11、1/500秒

「ニリンソウ咲く」

植木勤さん（長野県岡谷市）

キヤノンEOS 5D MarkⅡ、EF24-70mm、F10、1/5秒

「アルストロメリア」
島本佳春さん（大阪府豊中市）

ソニーα700、ミノルタアポテレズーム80-200mm、F5.6、1/160秒

「花のブランコ」

大川裕二さん（東京都町田市）

キヤノンEOS 7D、EF70-300mm

「タデ一点」 木村則子さん（東京都練馬区） 

ニコンF6、タムロン70-300mm、F16、コダックエリートクローム

「春の喜び」

浦修造さん（兵庫県伊丹市） 

ミノルタα9、トキナAT-X PRO 80-200mm、F5.6、1/6秒、フジRYP100

「夢模様」
筒井由紀子さん（高知県高知市）

キヤノンEOS 7D、EF-S15-85mm 、F16、1/8秒

「清流の乙女」

深沢有基さん（長野県安曇野市）

キヤノンEOS 7D、EF100mm マクロ、F6.3、1/100秒

「微笑」

山縣直幸さん（広島県広島市）

ニコンD200、105mm、F7.1、1/1500秒

「ミニバラ」

花に対する思いを表現する

〈撮影データ表記〉撮影データ：カメラ、レンズ、絞り、シャッタースピード、フィルム名

特選
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秋山庄太郎記念「花」写真コンテスト2011

写真を見る人が喜ぶ顔を
想い浮かべ写す

フォトカルチャー倶楽部（ＰＣＣ）が主催している「秋山庄太郎記念『花』写真コンテスト」。
入選作品を病院や福祉施設などに寄贈するこのコンテストには3,500点近い作品が集まり、

前向きな気持ちを起こさせるものが数多く見られました。

総評：花への思いを写真に込めて

撮る人の思いを表現する写真を

このコンテストは今回で3回目を迎え、全国津々浦 
々から3,500点近い作品が集まり、審査にも熱が入
りました。花写真の人気と、その奥深さを改めて感
じた次第です。写真は、事象を記録する手段である
と同時に、撮る人の思いを表現するものでもありま
す。入賞作に共通するのは、花に対するそれぞれの
思いがよく表現されていたということです。今後と
も意欲あふれる作品をお寄せください。

前田晃氏
写真家

（株）丹渓・写真ギャラリー拓真館代表取締役

制約をいかに活かすかも写真の醍醐味

当コンテスト史上最多のご応募をいただき、秋山庄太
郎氏の評した通り「有数のコンテスト」となりました。
グランプリは、安定感のある抒情的な作品で、背景や
滴がさりげなく品のよさを醸し出しています。特選・入
選作品は、華麗、静謐、愉しさなどそれぞれ個性的で
す。秋山庄太郎氏は光源に乏しい病室で、お見舞いの
花を絵画調に撮ったりしました。制約の活かし方も、
醍醐味のひとつと思います。

上野正人氏
秋山庄太郎写真芸術館館長

前向きな気持ちを起こさせる写真が入選する

このコンテストの優れた作品は、病院や学校や老人
ホームなど、さまざまな施設に寄贈されます。です
から、見る人に生きる元気や前向きな気持ちを起こ
させる花の写真を優先して選ばせていただきました。
写真は撮影者の気持ちが反映されるもの。花を写す
ときに、写真を見る人の喜ぶ顔を想いながら写せば、
きっと人の心を和ませる写真が撮れるはず。そんな
写真を応募していただきたいと願っています。

板見浩史氏
公益社団法人日本写真協会（PSJ）理事
フォトカルチャー倶楽部理事

入賞作品を寄贈する写真コンテスト
花の撮影に取り組み、全国を「花行脚」して写真愛好家たち
と親交を深めた写真家・秋山庄太郎氏。その交流のなかで

「アマチュア、畏るべし」との名言を遺した。本コンテストは、
「全国公募。プロアマ不問。名前だけの協賛・後援は不要。
副賞に現金なし。審査は自分だけで公平に行う」と秋山庄太
郎氏がそう提案して2002年秋にスタートしました。入賞作
品は病院や福祉施設などでも展示され、患者や入所者の方々
から好評を得ました。翌年１月に急逝した秋山氏の遺志を受
け、2008年まで行われていた同コンテストを、2009年から
秋山庄太郎写真芸術館の全面的協力を得て、ＰＣＣがその理
念を引き継ぎ再開しました。

1920年、東京生まれ。
紫綬褒章、勳四等旭日章
受 章。2003年、 写 真 審
査会場で倒れ、急逝。享
年82。

「秋山庄太郎先生が新潟県の新津で写真教室を開催されていたころからのファンで、たく
さんの写真集を買い求め、少しでも先生の作品に近づけないかと思い努力してきました。
このコンテストでグランプリをいただけたのは夢のようです。まだまだ秋山先生の世界の
入り口に入ったばかりですので、これからも精進して撮りつづけていきたいと思います」

グランプリ受賞者より

「雫
しずく

」佐藤武男さん（新潟県新潟市）キヤノンEOS-1N、マクロレンズ、ベルビア50

花というものが持つ清楚、可憐、儚さ、色気、生気……そのすべてを備え、表現し切った
写真です。静謐（せいひつ）な美しさの半面、ともすれば単調になりがちですが、いまま
さに落ちんとする一滴によって画面に絶妙な緊張感がみなぎりました。静と動の予感、共
存のおもしろさが作品の妙味といえそうです。独創的な背景色も上品で個性的でした。

（審査員：板見浩史）

グランプリ
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トリミングにも注意するとさらによい作品になる 入選

「ピンク」
後神輝美さん（大阪府枚方市）

「艶（つや）めく」
河野純一さん（大阪府大阪市）

「同輩」
仲秀豈さん（大阪府八尾市）

「もうすぐ旅立ち」
藤野良信さん（大阪府寝屋川市）

「わき立つ勇気」
渡邊翔一さん（奈良県大和郡山市）

「華ちょうちん」
谷山誠四郎さん（兵庫県姫路市）

「初夏のやまほうし」
重村哲雄さん（山口県山口市）

「翁の春」
柏村晴男さん（山口県山陽小野田市）

「
希
望
」

高
橋
一
英
さ
ん
（
宮
城
県
石
巻
市
）

「霧雨に咲くオオキツネノカミソリ」
右田稔さん（福岡県糸島市）

「里山の乙女（ササユリ）」
藤田隆一さん（福岡県北九州市）

「しぼり朝顔」
伊東映子さん（福岡県粕屋市）

「
寄
り
添
う
」

東
海
林
勇
さ
ん
（
北
海
道
札
幌
市
）

「
求
愛
」

反
保
祐
介
さ
ん
（
北
海
道
釧
路
市
）

「
姉
妹
」

吉
久
正
さ
ん
（
東
京
都
品
川
区
）

秋山庄太郎記念「花」写真コンテスト2011

※敬称は略させていただきました。

菊地誠一（宮城県石巻市）
鈴木要介（秋田県湯沢市）
富田勝雄（茨城県水戸市）
武藤浩子（茨城県常陸太田市）
松本フミ子（栃木県佐野市）
當摩ツネ（栃木県小山市）
根岸正（埼玉県深谷市）
佐久間俊雄（埼玉県本庄市）
神久文江（埼玉県児玉郡）
高田健一（千葉県千葉市）

協賛：秋山写真工房、秋山庄太郎写真芸術館、秋山庄太郎写真芸術協会、イマジン・アートプランニング、カメラのキタムラ＆スタジオマリオ、新東通信、スリーノーマ
ン､ 丹渓、日本食研ホールディングス、マルコメ、リブ・フォー・ライフ美奈子基金　五十音順（敬称略）

島貫喜重（千葉県野田市）
小俣茂子（東京都杉並区）
川上千鶴子（東京都文京区）
小村さつき（東京都中央区）
渡部貞則（東京都八王子市）
笠原英昭（東京都立川市）
竹内正義（東京都国立市）
神澤栄一（神奈川県横浜市）
松本勝治（神奈川県横浜市）
大島英一（神奈川県藤沢市）

藤江恭平（神奈川県茅ヶ崎市）
内藤健一（神奈川県相模原市）
森下政司（神奈川県秦野市）
上條正博（長野県茅野市）
三膳美江（新潟県新潟市）
鈴木義徳（静岡県浜松市）
藤原圓次（静岡県菊川市）
浅井十像（愛知県名古屋市）
中村光一（愛知県東海市）
山浦敦資（愛知県小牧市）

宮崎秀翠（三重県松阪市）
野崎利雄（三重県鈴鹿市）
谷崎進（滋賀県守山市）
北尾均（京都府長岡京市）
菊地葛雄（京都府亀岡市）
浅田広信（大阪府東大阪市）
飯塚紀与子（大阪府枚方市）
坂本昭雄（大阪府枚方市）
大西ひとみ（大阪府寝屋川市）
本田三恵子（大阪府吹田市）

鶴島里子（島根県松江市）
倉見千恵子（広島県広島市）
林田弘行（広島県広島市）
川崎美智夫（徳島県鳴門市）
篠原修三（香川県綾歌郡）
雪本信彰（高知県高知市）
日高國治（福岡県北九州市）
伊藤勇剛（福岡県大野城市）
渕上久男（長崎県諫早市）
清水義長（熊本県熊本市）

佳作

授
賞
式
の
よ
う
す
→
P
46
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人の心を和ませる、気持ちのあふれる作品を 入選

「山里の紅梅」
池田豊さん（長野県駒ヶ根市）

「早春に咲く」
大久保栄俊さん（静岡県浜松市）

「カンゾウの咲く丘」
中村正樹さん（新潟県佐渡市）

「来客」
松下元久さん（静岡県浜松市）

「夕暮の丘」
柳沼利行さん（福島県郡山市）

「早春花嵐」
井村敏也さん（茨城県日立市）

「阿蘇高原の花『ヒゴタイ』」
清水良夫さん（熊本県熊本市）

「霜の朝」
黒瀬博恭さん（熊本県熊本市）

「
求
愛
」

反
保
祐
介
さ
ん
（
北
海
道
釧
路
市
）

「ポップな気分」
舘弘美さん（岩手県盛岡市）

「夢の花園」
阿部美弥子さん（青森県青森市）

「マツムシソウ」
小泉茂さん（愛知県蒲郡市）

「反映」
東山昌弘さん（滋賀県長浜市）

「寒椿」
世古満美さん（三重県鈴鹿市）

「けなげに（アカヤシオ）」
片山みさ子さん（三重県津市）

「梅日和」
松本修一さん（三重県鈴鹿市）

「チューリップ マーチ」
今関弘明さん（東京都小平市）

「水の妖精」
藁品敏幸さん（神奈川県茅ヶ崎市）

「
路
傍
の
雅
」

鈴
木
彦
三
さ
ん
（
福
島
県
福
島
市
）

「
可
憐
に
立
つ
春
」

川
畑
一
憲
さ
ん
（
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
）

「
蕎
麦
の
花
」

山
田
信
一
さ
ん
（
東
京
都
町
田
市
）

「
秋
空
へ
」

喜
入
陽
明
さ
ん
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

「美の競演」
鈴木淳子さん（茨城県那珂郡）

「春雪舞う梅郷」
染谷とし子さん（千葉県松戸市）

「気品」
番場昭子さん（東京都文京区）



P
C
C
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
冬
の
表
情
。

雪
山
を
遠
景
に
と
ら
え
る
、
氷
を
ア
ッ
プ
で
写
す
、
雪
が
つ
く
り
だ
し
た
結
晶
を
前
に
た
た
ず
む
人
…
。

今
回
は
夫
婦
で
撮
影
に
出
か
け
て
い
る
床
島
央
明
さ
ん
、
道
子
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

ふ
た
り
で
楽
し
む
写
真
生
活
に
つ
い
て
う
か
が
ま
し
た
。

春
風
満
帆

P
C
C
会
員
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
春
の
情
景
。

桜
や
花
の
色
彩
豊
か
な
風
景
や
、
船
出
の
光
景
に
復
興
の
願
い
を
込
め
た
作
品
。

今
月
は
フ
ォ
ト
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
岡
野
清
人
さ
ん
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

写
真
を
撮
る
き
っ
か
け
や
、
人
に
写
真
を
教
え
る
こ
と
の
楽
し
み
と
学
び
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

「Bon Voyage」

PCC 会員の
腕自慢

「共生」東敬朗さん「咲き競うローズガーデン」松井寛さん

「伊豆沼の日の出」伊藤利喜雄さん

「さくら・花情」
枝垂桜をモノクロで表現しています

「称名寺の春」
称名寺境内の池に咲いた桜と真っ赤な橋とのコントラストをとらえた作品

「
フ
ォ
ト
ラ
イ
フ
四
季
」
で
は
、
P
C
C
会
員
の
皆
さ
ん
の

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
次
号
の
テ
ー
マ
は
「
夏
」。
応

募
は
→
P
48

今
月
の
い
ぶ
し
銀

　岡
野
清
人
さ
ん

生
ま
れ
も
育
ち
も
横
浜
の
私
は
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
横
浜
港
へ
大
型

客
船
を
撮
り
に
い
く
の
が
好
き
で
し

た
。
今
で
も
日
本
や
外
国
の
ク
ル
ー

ズ
船
を
中
心
に
撮
影
を
し
て
い
ま
す
。

出
航
の
臨
場
感
を
出
し
た
い
と
、
あ

え
て
ス
ロ
ー
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
撮
っ
た

も
の
が
「Bon Voyage

」。
震
災
で

外
国
客
船
が
減
っ
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
写
真
を
通
し
て
日
本
は
安

全
だ
と
い
う
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
た
い
と
思
い
撮
影
し
ま
し
た
。

P
Ｃ
C
で
写
真
教
室
の
講
師
を
し

て
い
る
と
、
受
講
生
が
持
っ
て
く
る

作
品
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、

「
教
え
る
こ
と
に
よ
る
学
び
」
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
写
真
が
う
ま
く
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
は
、
た
く
さ
ん

撮
る
、
写
真
展
に
出
向
き
い
い
写
真

作
品
を
じ
か
に
見
る
、
写
真
教
室
な

ど
で
積
極
的
に
学
ぶ
、
を
心
が
け
て

ほ
し
い
で
す
。
そ
れ
を
多
く
こ
な
し

た
人
ほ
ど
上
達
が
早
い
で
す
ね
。

ほかにもまだある PCC 会員の腕自慢

岡野さんのインタビュー全文は『フォトライフ四季』ホームページ（http://www.kitamura.jp/photo/shiki/）で見ることができます。 12
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ま
だ
ま
だ
聞
き
た
い
話
は
あ
り
ま

し
た
が
、
気
が
つ
く
と
時
間
は
午
後

４
時
。
朝
刊
の
制
作
開
始
を
前
に
、

編
集
局
が
に
わ
か
に
あ
わ
た
だ
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
う
か
が
え
ば
、

こ
の
日
の
松
本
さ
ん
は
泊
ま
り
勤
務
。

世
相
の
今
を
伝
え
る
編
集
局
は
、
つ

ね
に
動
き
つ
づ
け
て
い
る
の
で
す
。

「
新
聞
カ
メ
ラ
マ
ン
」
は
、
ネ
イ
チ

ャ
ー
や
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
を
専
門
と
す

る
〝
写
真
家
〟
と
は
目
的
が
違
い
ま

す
。
し
か
し
、
現
場
を
感
じ
取
り
、

見
る
人
に
伝
え
る
と
い
う
活
動
は
、

同
じ
く
写
真
を
撮
る
私
た
ち
に
と
っ

て
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
何
気
な
く
目

に
し
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
新
聞
で

す
が
、
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
「
大
切
な

一
瞬
を
撮
り
逃
さ
な
い
」
技
術
を
胸

に
刻
み
、
明
日
か
ら
の
撮
影
に
活
か

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ど
ん
な
ケ
ー
ス
に
も
即
対
応
で
き
る

の
で
、
便
利
な
ん
で
す
。
高
倍
率
ズ

ー
ム
は
取
材
活
動
に
お
い
て
最
大
公

約
数
的
な
レ
ン
ズ
だ
と
思
っ
て
使
っ

て
い
ま
す
」

最
後
に
松
本
さ
ん
は
、
写
真
を
撮

り
つ
づ
け
る
者
と
し
て
の
大
切
な
心

構
え
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
「
い
つ
ど
ん
な
と
き
も
カ
メ
ラ
を

撮
影
で
き
る
状
態
で
ス
タ
ン
バ
イ
さ

せ
て
お
く
こ
と
」
だ
と
い
い
ま
す
。

「
車
や
飛
行
機
で
の
移
動
中
も
、
つ

ね
に
１
台
は
体
の
近
く
に
置
い
て
お

き
ま
す
。
い
つ
ど
こ
で
何
が
起
き
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
こ
の
教

え
は
取
材
記
者
の
基
本
的
な
心
構
え

と
し
て
代
々
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
」

撮影機材＆持ち物リスト

相手の気持ちを最優先して撮影する

【カメラボディ】キヤノン EOS–1D Mark IV、キヤノン EOS 5D Mark II
【 交 換 レ ン ズ 】 キ ヤ ノ ン EF28-300mm F3.5-5.6L IS USM、 キ ヤ ノ ン 
EF24-105mm F4L IS USM、キヤノン EF70-200mm F2.8L IS II USM

【その他】スピードライト580EX II（×2台）、コンパクトバッテリーパッ
クCP-E3、CFカード数枚、小型のノートパソコン、USB型データ通信カ
ード、携帯電話、折り畳み傘、読売新聞社の腕章、東京写真記者協会のバ
ッジ、国会記者記章などの各種身分証明書、名刺（箱入り）など。
※写真部ではキヤノン製とニコン製のカメラを使用しています

「人物を撮影するときに大切なのは、撮り急がないということ。僕はいつも相手の気持
ちを最優先に考えて、コミュニケーションをとることを心がけています。こちらの都合
を押しつけて、写真を撮ることだけを目的にしてしまうと、いい表情を引き出せないで
すからね。だから取材では、最初はカメラを持たずに相手の話にじっくり耳を傾け、
その後で取材目的を説明して、写真を撮らせてほしいとお願いするようにしています」

プロの金言

「新聞カメラマン」松本さんの

必携アイテム

移
動
中
も
カ
メ
ラ
は
つ
ね
に

体
の
近
く
に
置
い
て
お
く

高倍率ズームレンズ
EOS–1Dに28‐300mmの高倍率ズーム、EOS 5D
に16‐35mmの広角ズームを装着するのが、松本さ
んのスタイル。この２本があれば、ほとんどのケー
スでレンズ交換の必要がなく、取材に集中できると
いいます。ちなみに、車での移動中は、EOS 5D 
Mark Ⅱをつねに体の近くに置いています。

単焦点超望遠レンズ
スポーツ撮影では、超望遠レンズが欠かせません。
東京ドームで行われるプロ野球の場合、400mm、
800mmに焦点距離を1.4倍に伸ばすテレコンバータ
をつけて撮影しているとか。どちらのレンズも、本
体ボディに装着すると、総重量は5kgを超えます。
これでも昔と比べると軽くなったそうです。

小型パソコン・通信機器・携帯
小型のノートパソコン、USB型データ通信カード、
携帯電話は、取材活動に欠かせない三種の神器。速
報性が求められる新聞カメラマンは、現場で原稿を
書き、写真をパソコンに取り込んで新聞社に送らな
ければなりません。ときには写真の加工を行うこと
も。ポケットには小さいメモ帳もしのばせています。

松本 剛（まつもと・つよし）
読売新聞東京本社に入社し15年目。編集局の写真部に所
属する取材記者（新聞カメラマン）。小さな悪も見逃さな
い写真部きっての正義漢。写真部員が世相を切り取る読
売新聞のフォトコラム「写旬」も手がけている。

「写旬」とは
読売新聞で2006年4月から東京本社発行の夕刊社会面で
はじまった、写真部員が世相を切り取るフォトコラム。世
のなかの新しい出来事をいち早く取材し、組写真で紹介
している。震災後は被災地の人々の生活を取り上げ、人
との絆を再確認できるコラムを掲載しつづけ、最近では
クラブツーリズム主催のフォトセミナーで写真部員が組
写真講座を行うなど幅広く活動している。
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さ
っ
そ
く
機
材
を
拝
見
。
と
こ
ろ

が
松
本
さ
ん
は
、
な
ぜ
か
戸
惑
い
の

表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
を
う
か
が
っ
て
み
る
と
、

「
僕
た
ち
新
聞
社
の
カ
メ
ラ
マ
ン
の

場
合
、
撮
影
機
材
の
選
択
は
、
取
材

対
象
や
目
的
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
か

わ
っ
て
く
る
ん
で
す
。
僕
は
「
写
旬
」

の
他
に
、
事
件
や
事
故
を
取
材
す
る

こ
と
や
、
国
会
や
首
相
官
邸
を
訪
ね

た
り
、
芸
能
人
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

撮
影
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
た
と
え
ば
ス
ポ
ー
ツ

の
撮
影
を
す
る
場
合
に
は
、
超
望
遠

レ
ン
ズ
と
連
写
性
能
が
高
い
E
Ｏ

Ｓ‒

１
D 

Mａ
r
ｋ 

IV
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
し
、
事
件
や
事
故
の
場
合
は
機

動
性
の
あ
る
E
Ｏ
S 

５
D 

Mａ
r
ｋ 

II
と
高
倍
率
ズ
ー
ム
の
コ
ン
パ
ク
ト

な
組
み
合
わ
せ
が
必
要
に
な
る
こ
と

も
あ
る
ん
で
す
」

な
る
ほ
ど
。
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
に

撮
影
を
こ
な
し
、
専
門
を
持
た
な
い

の
が
「
新
聞
カ
メ
ラ
マ
ン
」
の
特
徴

な
ん
で
す
ね
。
い
い
か
え
れ
ば
な
ん

で
も
撮
影
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
取
材
記
者
は
つ
と
ま
ら
な
い
と
い

う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

写
真
部
の
な
か
で
も
、
あ
ま
り
機

材
を
多
く
持
ち
運
ば
な
い
ほ
う
だ
と

い
う
松
本
さ
ん
。
な
か
に
は
た
く
さ

ん
の
レ
ン
ズ
を
持
っ
て
現
場
に
出
か

け
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
対
応
す
る
記

者
も
い
る
そ
う
で
す
が
、
松
本
さ
ん

は
「
そ
の
と
き
に
持
っ
て
い
る
レ
ン

ズ
で
、
撮
る
べ
き
も
の
を
撮
り
逃
さ

な
い
」
と
考
え
る
タ
イ
プ
で
、「
機

材
は
な
る
べ
く
軽
く
し
て
機
動
性
を

高
め
る
」
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

い
る
と
か
。

「
僕
た
ち
は
、
決
め
ら
れ
た
も
の
を

撮
る
こ
と
よ
り
も
、
刻
々
と
か
わ
る

状
況
の
な
か
で
、
予
測
の
で
き
な
い

も
の
を
撮
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
ん

で
す
。
そ
の
大
切
な
一
瞬
を
撮
り
逃

さ
な
い
た
め
に
、
レ
ン
ズ
交
換
は
で

き
る
だ
け
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
レ
ン
ズ
を
交
換
し
た
り
、
フ
ァ

イ
ン
ダ
ー
か
ら
目
を
離
し
た
り
し
て

い
る
間
に
何
か
が
起
き
て
し
ま
え
ば
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
逃
が
す
こ

と
に
な
り
ま
す
か
ら
ね
」

松
本
さ
ん
が
通
常
の
撮
影
で
好
ん

で
使
っ
て
い
る
の
が
、
28
︲
３
０
０

ミ
リ
の
高
倍
率
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
な
の

に
も
理
由
が
？

「
焦
点
域
の
広
い
ズ
ー
ム
レ
ン
ズ
は
、

刻 と々かわる状況を撮り逃さないために
Vol.４　松本剛さん

カメラバッグ

腕章

脚立

読
売
新
聞
東
京
本
社
写
真
部
の
松
本
剛
さ
ん
の

仕
事
場
に
お
邪
魔
し
て
、

「
新
聞
カ
メ
ラ
マ
ン
」
の
仕
事
の
様
子
や
心
構
え
、

愛
用
の
撮
影
機
材
につ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

機
材
は
な
る
べ
く
軽
く
し
て
、

機
動
性
を
高
め
た
い

新
聞
社
の
カ
メ
ラ
マ
ン
は

何
で
も
撮
影
で
き
な
け
れ
ば

つ
と
ま
ら
な
い

思
い
出
を

つ
く
る

道
具
た
ち

思い出シリーズ 1

機動性重視でなるべくコ
ンパクトなものを使用。
両手が自由になることも重
要

すべての腕章を番号で管
理するほど大切なもの。
失くさないよう、カメラ
のストラップにつけてい
ます

必須アイテムだという脚
立。撮影はもちろん、撮
影場所の確保や簡易ベン
チにも

今を撮りつづける松本さん。真実を伝えるその眼差しは鋭
くも、やさしさがうかがえる

現在「写旬」では東日本大震災後の今を伝えています。そ
の写真は人々のぬくもりや力強さが伝わってきます。組写
真でわかりやすく伝えることも腕のひとつです。



「落書天国」百﨑礼治さん

「飛んだっ！」森嶋猛さん

その１

その2

「名前を呼ばれて」宮野和也さん

ブルーレイまたはＤＶＤを、大画面のテ
レビで楽しめます。離れている家族が集
まったとき、結婚記念日に、大勢で見ら
れるのがいいですね。

ＤＶＤは、パソコンで楽しんだりプリント
したりできます。紙とデータの両方で持っ
ていると、もしものときも安心ですね。

その3
アルバムのページそのままにつくったフォトブック。大きなアルバムが小型にな
ってどこにでも持ち歩けます。
遠くに住む両親に、子どもが巣立ったときのプレゼントに……使い道はいろいろ。

このページに掲載している作品は、カメラのキタムラ主催のフォトコンテストの入賞作品です

http://www.kitamura.jp詳しくは
アルバムそのまま

アルバムそのままDVD／フォトブック
３つのポイント

（思い出づくり研究所調べ）

1位

2位

3位

アルバムのいいところは、昔の写
真がすぐに見られるところ。旅行
のチケットなども一緒に残すなど、
アルバムづくりを工夫する人もい
ました。子どもに残す写真として
は、おなかのなかにいるときから
撮っているという強者も。

スマートフォンの動画もついてく
るので、アルバムをどこにでも持
ち歩いて見ることができます。

語り合いたいアルバムランキング
今では見られない
昔の思い出写真
かわいい姿をいつまでも
子どもの成長記録
今までに行った
旅行の写真

スマホでもアルバムが見られる

17

世
界
で
た
っ
た
１
冊
の
思
い
出

の
ア
ル
バ
ム
を
い
つ
ま
で
も
大
切

に
保
管
し
、
身
近
な
場
所
に
置
い

て
お
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
、
よ

く
わ
か
り
ま
す
。
何
度
も
見
た
は

ず
な
の
に
、
久
し
ぶ
り
に
ア
ル
バ

ム
を
見
た
と
き
の
懐
か
し
さ
や
感

動
は
、
宝
物
と
い
っ
て
も
い
い
す

ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。

で
も
、
大
切
に
し
ま
い
す
ぎ
て

な
か
な
か
気
軽
に
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
な
ん
て
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　長
い
間
本

棚
や
押
入
れ
に
し
ま
い
こ
ん
で
い

る
と
時
間
と
と
も
に
劣
化
し
て
し

ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
寂
し
い
こ
と
は
な
る
べ

く
避
け
た
い
で
す
よ
ね
。

そ
ん
な
お
悩
み
に
お
応
え
す
る

の
が
、
P
Ｃ
C
特
別
賛
助
企
業
の

カ
メ
ラ
の
キ
タ
ム
ラ
が
行
っ
て
い

る
「
ア
ル
バ
ム
そ
の
ま
ま
Ｄ
Ｖ
Ｄ

／
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
」。
ア
ル
バ
ム

に
貼
ら
れ
た
写
真
を
、
そ
の
ま
ま

デ
ー
タ
化
し
て
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ブ
ル

ー
レ
イ
に
保
存
。
さ
ら
に
ア
ル
バ

ム
の
ペ
ー
ジ
そ
の
ま
ま
の
フ
ォ
ト

ブ
ッ
ク
を
つ
く
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

「
ア
ル
バ
ム
を
デ
ー
タ
化
す
る
」

と
は
「
同
じ
ア
ル
バ
ム
を
複
製
す

る
」
と
も
い
え
ま
す
。
ア
ル
バ
ム

が
も
う
一
冊
で
き
る
の
で
、
オ
リ

何度でも見返したい写真は、DVDにしましょう

「もっと向こう行って！」高山淳さん

実
家
に
帰
省
し
た
と
き
、
押
入
れ
の
奥
で
子
ど
も
の
頃
の
ア
ル
バ
ム
を
発
見
。

そ
う
い
え
ば
何
年
も
見
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
…
。

い
つ
で
も
気
軽
に
家
族
と
見
返
す
こ
と
が
で
き
る
、
い
い
方
法
は
あ
り
ま
す
か
？

「もっと向こう行って！」高山淳さん

　Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
届
い
た
メ
ー
ル

　

ア
ル
バム
の
ペー
ジ
を

そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で

複
製
で
き
る

家
族
の
絆
が
深
ま
る

「
ア
ル
バム
そ
の
ま
ま
」サ
ー
ビ
ス

ア
ル
バ
ム
を
ま
る
ご
と
保
存
す
る

家
族
や
友
人
の
ア
ル
バ
ム
は
、
大
切
す
ぎ
て
奥
に
し
ま
い
こ
ん
で
し
ま
い
が
ち
。

大
切
な
ア
ル
バ
ム
を
気
軽
に
見
返
し
、
話
に
花
を
咲
か
せ
る
。
そ
ん
な
家
族
や
友

人
と
の
絆
を
再
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

思
い
出
を

残
す

新
方
法

思い出シリーズ 2

ジ
ナ
ル
の
ア
ル
バ
ム
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
大
切
に
保
管
し
、
も
う
一

冊
は
身
近
に
置
い
て
お
け
ば
、
い

つ
で
も
気
軽
に
大
切
な
写
真
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

万
が
一
紛
失
し
た
と
き
も
大
切
な

思
い
出
を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ブ
ル
ー
レ
イ
に
保
存

す
る
の
で
写
真
を
テ
レ
ビ
の
大
き

な
画
面
に
映
し
て
、
家
族
や
友
人

と
一
緒
に
鑑
賞
も
で
き
ま
す
。

ア
ル
バ
ム
を
中
心
に
広
が
る
、

家
族
の
輪
。「
ア
ル
バ
ム
そ
の
ま

ま
Ｄ
Ｖ
Ｄ
／
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
」
の

サ
ー
ビ
ス
は
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
、
家
族
の
絆
を
さ
ら
に
深
め

て
く
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

16
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え
と
ヘ
ア
メ
イ
ク
は
無
料
。
各
店

と
も
に
た
く
さ
ん
の
衣
装
や
小
物

を
用
意
し
て
い
る
の
で
、
衣
装
を

か
え
て
何
ポ
ー
ズ
で
も
撮
影
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

家
族
に
と
っ
て
、
子
ど
も
の
成

長
は
大
切
な
お
祝
い
事
。
写
真
に

記
録
す
る
こ
と
で
一
生
の
宝
物
と
し
、

遠
方
の
祖
父
母
や
親
戚
に
も
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
た
い
も
の
で
す
よ
ね
。
ス

タ
ジ
オ
マ
リ
オ
で
は
、
お
誕
生
日

や
七
五
三
と
い
っ
た
子
ど
も
の
お
祝

い
事
も
お
手
伝
い
。
女
性
を
中
心

と
し
た
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
保
母
さ

ん
の
よ
う
な
接
客
で
、
最
高
の
笑

顔
を
引
き
出
し
て
く
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
足
を
運
ぶ
こ
と
が
で

き
る
ス
タ
ジ
オ
マ
リ
オ
。
ス
タ
ジ

オ
で
撮
る
な
ら
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も

お
近
く
の
店
舗
に
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

※店舗により衣装は異なります。詳しくはお近くの店舗までお問い合わせください。

お客さま なんでも相談室 TEL.050-3116-8888 受付時間10：00〜20：00 年中無休　専門のスタッフがお電話で全力サポート！

http://www.studio-mario.jp

スタジオマリオ

たまには家族全員そろっての記念写真を

スタジオマリオの家族写真ここがお得

1.撮影基本料金3150円（税込）とお写真代で何カットでも 3.専門スタッフが子どもの笑顔を引き出します2.子どものお着がえは何着でも無料

毎
年
の
家
族
の
記
念
日
に
、
皆

さ
ん
は
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
か
。

P
C
C
特
別
賛
助
企
業
の
ス
タ
ジ

オ
マ
リ
オ
は
、
気
軽
に
遊
び
に
い

く
よ
う
な
気
分
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
あ
な
た
の
町
の
写
真

ス
タ
ジ
オ
で
す
。
子
ど
も
の
成
長

記
録
は
も
ち
ろ
ん
、
大
切
な
結
婚

記
念
日
、
還
暦
な
ど
の
長
寿
の
お

祝
い
、
毎
年
恒
例
の
家
族
写
真
ま

で
、
皆
さ
ん
の
思
い
出
づ
く
り
を

ス
タ
ジ
オ
マ
リ
オ
の
ス
タ
ッ
フ
が

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
ま
す
。

撮
影
に
か
か
る
料
金
は
、
基
本

料
金
の
３
１
５
０
円
と
お
写
真
代

の
み
。
何
枚
撮
っ
て
も
追
加
料
金

は
な
く
、
家
族
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
写
真
に
収
ま
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
し
か
も
子
ど
も
の
お
着
が

毎
年
の
記
念
写
真
は

ス
タ
ジ
オ
で
撮
る

家
族
の
肖
像

　お
め
か
し
を
し
て

家
族
み
ん
な
で

撮
影
が
で
き
る

お
誕
生
日
や
七
五
三
を

記
録
し
て
、
宝
物
に

「
家
族
写
真
を
ス
タ
ジ
オ
で
撮
る
」
と
い
う
と

か
し
こ
ま
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、

気
軽
に
利
用
で
き
る
ス
タ
ジ
オ
が
あ
り
ま
し
た
。

何気ない一瞬も撮ってくれるので、後で見る
のも楽しいです

皆さんにっこり笑顔になるスタジオです 年３回発行のスタジオマリオの
フリーマガジン。全国のスタジ
オマリオでもらえます
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こんな後ろ姿も入れると、フォトブ
ックのバリエーションが広がります

毎年同じ場所や同じ並び方で撮ると、家族の成長がわ
かります

http://www.kitamura.jp

青空を背景に、カメラを下に置いて見上げるように撮影すると、空が広く見えます

キタムラ フォトブック

家族写真をフォトブックに

1.店頭の受付機で簡単に注文できます 3.種類も豊富、まとめて何冊もつくれます2.インターネットを使い自宅から注文できます

毎
年
の
写
真
を

「
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
」に

家
族
の
肖
像

　ち
ょ
っ
と
工
夫
し
て

子
ど
も
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
撮
影
の
機
会
は
少
な
く
な
っ
て
く
る
も

の
で
す
が
、
み
ん
な
が
集
ま
る
お
正
月
や
誕
生
日
な
ど
の
記
念
日
に
、
家
族

全
員
の
集
合
写
真
を
撮
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
で
、
よ
り
い
っ
そ
う
思
い
出
深
い
一
枚
に
な
り
ま
す
。

思
い
出
の

残
し
方

２
通
り

思い出シリーズ 3

ま
ず
は
撮
影
場
所
の
選
定
。
家

の
玄
関
や
庭
先
な
ど
、
身
近
な
場

所
で
撮
影
す
れ
ば
生
活
の
温
も
り

が
感
じ
ら
れ
る
写
真
と
な
り
、
な

お
か
つ
、
毎
年
同
じ
場
所
で
撮
影

す
る
と
、
家
族
の
成
長
や
変
化
が

際
立
ち
ま
す
。

こ
の
と
き
に
気
を
つ
け
た
い
の

は
、
で
き
る
だ
け
す
っ
き
り
と
し

た
場
所
を
選
ぶ
こ
と
。
人
物
は
背

景
と
同
じ
く
ら
い
明
る
い
場
所
に

立
た
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

せ
っ
か
く
の
家
族
と
の
記
念
写

真
。
で
き
れ
ば
全
員
で
写
り
た
い

で
す
よ
ね
。
こ
ん
な
と
き
は
三
脚

を
う
ま
く
活
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
三
脚
が
あ
れ
ば
、
撮
影

者
が
い
な
く
て
も
、
タ
イ
マ
ー
や

毎
年
欠
か
さ
ず

撮
影
し
た
い
、

家
族
の
記
念
写
真

リ
モ
コ
ン
を
使
っ
て
家
族
の
集
合

写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

写
真
を
撮
っ
た
ら
画
像
を
手
に

取
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
パ
ソ
コ
ン
に
入
れ
た
ま
ま

で
は
、
み
ん
な
が
好
き
な
と
き
に

写
真
を
鑑
賞
で
き
ず
、
い
ず
れ
は

写
真
の
ゆ
く
え
が
わ
か
ら
な
く
な

る
な
ん
て
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
便
利
な
の
が
、
思
い
出

を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
る
、
カ
メ

ラ
の
キ
タ
ム
ラ
の
「
フ
ォ
ト
ブ
ッ

ク
」。
家
族
の
人
数
分
を
作
成
す

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
が
気
軽
に
思
い

出
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
宅
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
て
注
文
で
き
る
の
で
、
つ
く
り

方
も
簡
単
。
毎
年
１
冊
つ
く
っ
て
、

家
族
の
思
い
出
を
た
く
さ
ん
残
し

て
い
く
の
も
い
い
で
す
ね
。

思
い
出
を
手
軽
に

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る

「
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
」

家
族
全
員
が
写
る
た
め
に

三
脚
は
必
須
アイ
テ
ム
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みなさんのこれだと思う被写体の写真、かわった撮り方をした写真をお送りください（テーマ:夏）
（応募方法→P48）

記載のない写真は、すべてPCC事務局 のだまゆが撮影（のだまゆ→P38）

「
こ
こ
が
わ
た
し
の
特

等
席
」
と
猫
が
ま
ど

ろ
ん
で
い
る
よ
う
す
、

滅
多
に
お
目
に
か
か

れ
ま
せ
ん
。
ど
こ
か

に
い
っ
て
し
ま
う
前

に
、手
ブ
レ
だ
け
に
は

気
を
つ
け
て
撮
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

 
| |
猫

自
然
の
も
の
に
人
工
物

を
入
れ
る
の
は
避
け
が

ち
で
す
が
、
四
季
を
感

じ
る
花
と
町
を
撮
る
と
、

見
返
し
た
と
き
に
季
節

と
時
代
が
よ
み
が
え
り

ま
す
。

 
| |
建
物

 
| |
定
点
観
測

庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
で
育
て
て
、
い
つ
も
決
め
た
位
置
で
撮

影
。
撮
っ
た
写
真
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
動
画
に
す
る
と
、

つ
ぼ
み
か
ら
花
が
少
し
ず
つ
開
い
て
い
く
よ
う
す
が
わ

か
り
ま
す
。

観
覧
者
【
か
ん
ら
ん
し
ゃ
】

苺
【
い
ち
ご
】

色
と
り
ど
り
の
も
の
、
大
き
い
も
の
、
こ
じ
ん
ま
り
し
て
い
る
も
の
。

春
の
空
と
合
わ
せ
て
撮
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
思
い
込
み
を
捨
て
て
、
思

い
切
っ
た
構
図
に
挑
戦
し
て
み
る
の
も
よ
い
の
で
は
。

店
先
【
み
せ
さ
き
】

街
中
で
「
お
も
し
ろ
い
」

と
思
っ
た
感
覚
を
大
切

に
し
て
撮
影
。
店
の
装

飾
や
建
物
の
特
徴
な
ど
、

な
ん
で
も
撮
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。
お
店
の
な
か

を
撮
り
た
い
と
き
に
は

店
員
さ
ん
に
声
が
け
を
。

テ
グ
ス
を
通
し
て
空
飛

ぶ
苺
に
。
家
に
あ
る
白

い
紙
を
レ
フ
板
が
わ
り

に
し
て
光
を
反
射
さ
せ

る
と
、
影
の
分
量
を
調

整
で
き
ま
す
。

長弘博樹さん

枠
【
わ
く
】

「
向
こ
う
側
に
見
え
る
景
色
を
の
ぞ
い
て
い
る
雰
囲
気
を

出
し
た
く
て
、わ
ざ
と
手
前
に
柵
を
入
れ
て
撮
影
し
た
」と

山
田
さ
ん
。
奥
行
き
の
あ
る
写
真
に
な
り
ま
す
ね
。
柵
な

ど
の
穴
の
開
い
て
い
る
も
の
を
う
ま
く
利
用
し
て
撮
影
す

る
の
も
面
白
い
で
す
ね
。

山田明希さん

井原一樹さん（2011年「なかま展」より）
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春
編

被
写
体
大
辞
典
第
４
回

街
中
す
べ
て
が
写
真
の
主
役

あ
た
た
か
く
な
り
、
花
も
咲
い
て
、
外
に
出
る
の
が
楽
し
み
に
な

り
ま
し
た
。
春
は
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
く
な
る
季
節
。
毎
年
楽

し
み
に
し
て
い
る
桜
も
見
慣
れ
た
街
も
、
い
つ
も
と
少
し
ち
が
っ
た

撮
り
方
で
。
春
も
“
カ
メ
ラ
の
目
”
で
散
歩
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

思
い
出

発
見
講
座

思い出シリーズ 5桜
【
さ
く
ら
】

満
開
の
よ
う
す
を
見
る
と
、つ
い
つ
い
桜
の
木
の
そ
ば
ま

で
い
っ
て
撮
り
た
く
な
り
ま
せ
ん
か
。
近
づ
く
前
に
、発

見
し
た
そ
の
と
き
の
感
動
を
撮
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
青

い
空
に
桜
の
木
、
春
の
散
歩
の
気
持
ち
よ
さ
を
そ
の
ま

ま
写
し
た
よ
う
で
す
。

 
| |
空

 
| |
下
か
ら

枝
垂
桜
を
あ
え
て
下
か
ら
撮
影
。
迫
力
が
出
て
、
い
つ
も
と
雰
囲
気

が
ち
が
う
写
真
に
な
り
ま
す
。
写
真
は
見
上
げ
た
り
、
か
が
ん
だ
り

と
自
分
が
動
く
こ
と
で
撮
影
パ
タ
ー
ン
の
幅
が
広
が
り
ま
す
。

久嶋栄雄さん

内山政治さん

桜
に
ぐ
っ
と
寄
っ
て
、
菜
の
花
の
黄
色
と
桜
の
濃
い
ピ
ン
ク
を
模
様
の
よ
う
に

撮
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
春
色
で
い
っ
ぱ
い
の
１
枚
に
な
り
ま
す
。

 
| |
菜
の
花
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ふたつの花びらが対角線に並ぶように構図を決めて撮影。

本書の内容を、『フォトライフ四季』編集部が抜粋、再構成しました。

『散歩と旅で写真がうまくなる』日経ナショナル ジオグラフィック社刊／桜や花、緑、雨などの風景写真や、街角、駅、鉄道など身近な被写体のシーン別撮り方を34例紹介。
ページの最初にある「ココがポイント！」を読むだけで、撮影のコツがわかります。定価1,890円。詳しくは「日経ナショナル ジオグラフィック」で検索。

桜
を
撮
る
と
き
に
心
が
け
た
い
の

は
、
花
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
咲
い
て
い

る
環
境
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
す
。

天
気
の
よ
い
日
は
太
陽
が
背
に
来
る

方
角
か
ら
撮
影
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

順
光
の
向
き
に
な
り
ま
す
が
、
青
空

の
な
か
に
桜
が
浮
か
び
上
が
り
、
鮮

や
か
な
写
真
が
撮
れ
ま
す
。

こ
の
と
き
、
下
の
作
品
の
よ
う
に
、

桜
の
枝
が
向
い
て
い
る
方
向
の
空
間

を
大
き
く
空
け
る
と
、
写
真
に
広
が

り
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
②
】

青
空
の
下
、
順
光
で
撮
っ
て
み
る

枝垂桜の花びらを、背景を黒くす
ることによって幻想的にしていま
す。露出補正をマイナスにすると
よいでしょう。

ぐ
っ
と
桜
に
近
づ
い
て
、
花
び
ら

の
ア
ッ
プ
を
撮
る
と
き
は
、
マ
ク
ロ

レ
ン
ズ
を
使
う
の
が
一
般
的
。
写
真

の
主
役
で
あ
る
花
に
近
づ
き
、
背
景

は
な
る
べ
く
遠
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
③
】

花
び
ら
の
ア
ッ
プ
は
黒
い
背
景
で

ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
、
桜
の
樹
へ
手
を
伸
ば

し
て
い
る
子
ど
も
の
姿
を
撮
っ
た
写
真
。
見

上
げ
て
い
る
顔
が
中
央
に
く
る
よ
う
に
す
る

と
、
表
情
が
活
き
活
き
し
て
見
え
ま
す
。
人

物
写
真
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

さ
ら
に
、
人
物
と
一
緒
に

撮
影
す
る

絞
り
は
２
、３
目
盛
り
絞
る

山と桜が重なるように撮影。実際はこんなに近くありませんが、望遠
レンズの圧縮効果でふたつが接近して見えます。

上
の
作
例
は
、
水
に
浮
い
て
い
る

桜
の
花
び
ら
を
撮
影
。
油
分
が
多
く

水
を
は
じ
く
の
で
、
水
面
を
押
し
の

け
る
よ
う
に
浮
か
ぶ
花
び
ら
は
、
表

面
張
力
に
よ
っ
て
模
様
を
つ
く
り
、

ま
る
で
縁
取
り
を
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
見
え
ま
す
。
被
写
体
に
う
ん
と

近
づ
か
な
け
れ
ば
見
え
な
い
よ
う
な

光
景
を
、
ど
ん
ど
ん
写
真
に
お
さ
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

背
景
が
黒
い
と
、
花
び
ら
の
色
が

強
調
さ
れ
、
き
れ
い
に
見
え
ま
す
。

露
出
に
よ
っ
て
は
、
画
面
全
体
が
真

っ
黒
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
何
度
か
撮
影
し
て
み
て
、

よ
い
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

遠
く
か
ら
撮
影
す
る
と
き
、
被
写

界
深
度
が
深
い
た
め
、
絞
り
こ
む
必

要
が
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、

開
放
で
撮
影
す
る
の
は
や
め
ま
し
ょ

う
。
開
放
か
ら
２
〜
３
段
絞
っ
た
Ｆ

値
で
撮
影
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。
絞
る
と
花
一
輪
一
輪
が
は
っ

き
り
写
る
よ
う
に
な
り
、
写
真
を
大

き
く
引
き
伸
ば
し
た
と
き
の
印
象
が

か
わ
り
ま
す
。
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渓谷の深さを印象づけるために縦位置で。
桜はアクセントに小さく入れています

桜撮影は、樹から離れたところから
はじめてのデジタル一眼カメラ講座

写真　秦達夫

い
い
桜
を
見
る
と
一
目
散
に
樹

の
根
元
ま
で
行
っ
て
カ
メ
ラ
を
構

え
る
人
は
多
い
で
す
が
、
こ
れ
で

は
桜
の
魅
力
を
半
減
さ
せ
て
し
ま

い
ま
す
。
い
い
桜
を
見
つ
け
た
ら
、

は
じ
め
は
遠
く
か
ら
望
遠
レ
ン
ズ

を
使
っ
て
撮
影
し
ま
し
ょ
う
。

遠
く
か
ら
桜
を
観
察
し
て
撮
る

と
、
周
り
の
景
色
を
取
り
入
れ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
し
、
望
遠
レ
ン

ズ
の
特
長
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
圧

縮
効
果
」
を
活
か
し
て
、
桜
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
を
引
き
出
せ
ま
す
。
圧

【
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
①
】

最
初
は
遠
く
離
れ
た
場
所
か
ら
撮
り
は
じ
め
る

思
い
出
を

残
す

テ
ク
ニッ
ク

春
。
桜
前
線
の
情
報
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
撮
影
に
出
か
け
た
く
な
る
人
は

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
写
真
愛
好
家
の
心
を
ひ
き
つ
け
て
や
ま
な
い
、

桜
。
P
Ｃ
C
監
修
の
撮
影
指
南
本
『
散
歩
と
旅
で
写
真
が
う
ま
く
な
る
』
か
ら
、

桜
撮
影
の
コ
ツ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『デジタル一眼撮影手帖　散歩と旅で写
真がうまくなる』フォトカルチャー倶楽
部／クラブツーリズム編P86-87より

縮
効
果
と
は
、
フ
レ
ー
ム
の
な
か

の
奥
行
き
が
な
く
な
り
、
手
前
の

被
写
体
と
奥
の
被
写
体
が
近
づ
い

て
見
え
る
こ
と
。
広
角
レ
ン
ズ
で

撮
る
と
、
近
く
の
も
の
は
大
き
く
、

遠
く
の
も
の
は
小
さ
く
写
り
ま
す

が
、
望
遠
レ
ン
ズ
を
使
う
と
、
遠

く
の
背
景
も
近
く
に
感
じ
る
よ
う

な
写
真
が
撮
れ
る
の
で
す
。

遠
景
で
い
ろ
い
ろ
撮
っ
た
ら
、

徐
々
に
桜
に
近
づ
い
て
い
き
、
レ

ン
ズ
も
焦
点
距
離
の
短
い
も
の
に

交
換
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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第９回くらんぼーんＣＬＵＢ写真展
2011年9月1日(木)～9月7日(水)
「くらんぼーんＣＬＵＢ」が新しく生まれかわり、は
じめての写真展になりました。悩みながらも写真を楽
しんでいるなかで、美しい風景に出会って感動したり、
癒されたりした気持ちを写真に込めました。

自分の写真を見つめ、時には悩み、仲間と生み出した成果が、ギャラリーを彩った

改変後、初めての写真展

第４回さくら倶楽部写真展
2011年9月15日(木)～9月21日(水)
今回は「光彩の詩」をテーマ
に風景写真を中心に展示しま
した。

東武カルチュアスクール　第14回ＴＣＳ写真展
2011年9月8日(木)～9月14日(水)
東武カルチュアスクールの教室メンバーによる、定期
発表展です。震災もありましたが、この一年間の各人
の成果を発表する展覧会が再び開催できることを、幸
せなことと思い感謝しています。

風景から感じる「光彩の詩」

第16回キヤノンフォトクラブ第３支部展「それぞれの出会い」
2011年9月22日(木)～9月28日(水)
クラブの会員が「それぞれの出会い」を求めて撮影し
ました。ひとりひとりの「出会い」を写真から感じ取
っていただけたかと思います。

第８回フォトクラブ210写真展
2011年8月25日(木)～8月31日(水)
「残したい光景」をテーマにしました。美しい自然や
歴史を感じる建造物、祭りや郷土芸能、風俗習慣など
を会員それぞれの視点で撮りました。これらの光景
が、後世に残っていくことを願います。

後世に残したい光景

第11回東京電写　写真展
2011年8月18日(木)～8月24日(水)
東京電業協会写真部を母体に活動している写真愛好の
メンバーです。モノクロからカラー、デジタルプリン
トの時代へと、時代の変革を受け継ぎながら、自然・
人物・造形とあらゆる写真を楽しんでいます。

時代の変革を受け継ぎながら

この一年間の成長を見せたい

第７回フォトクラブ撮夢美写真展
2011年9月29日(木)～10月5日(水)
写真家の秦達夫先生の講座を
修了したメンバーで結成したク
ラブです。今回は「オレンジ」
をテーマカラーにしました。

テーマカラーはオレンジ

Photo Group [FINE]　写真展
2011年10月6日(木)～10月12日(水)
花写真からスタートした私たちですが、今ではスナッ
プ、風景など、あらゆる被写体に挑戦しています。今
年から顧問に川合麻紀先生を迎え、ご指導いただき、
個性豊かな作品を揃えました。

先生を迎え、より個性豊かに

第19回　女性のための写真教室<作品展>
2011年10月20日(木)～10月26日(水)
東武カルチュアスクール写真教室の女性グループによ
る年一回の作品展です。今回は〝街のスリット〟をテ
ーマに、街中の形態的、心理的な「すき間」を写真表
現として引き出すことに挑戦しました。

写真展の主催クラブで本誌『フォトライフ四季』をご希望の方はご連絡ください。03-3356-3552（土日祝を除く10:00～18:00）

街の「すき間」を写真に 選りすぐりのラビアタを

ひとりひとりの「出会い」

一年間考えた「豊か」を伝えたい

風林花山　９ＴＨ写真展
2011年10月13日(木)～10月19日(水)
写真家・秦達夫先生の講座の修了者で、お酒が好きな
仲間が結成したクラブです。自然風景を中心に撮影し
た写真を、秦先生に添削をしていただき、年に一回作
品展ができるように活動しています。

第12回　ＦＣＣレディース写真展
2011年11月3日(木)～11月9日(水)
今回のテーマは「豊か」です。川合麻紀先生の指導の
もと、各々が一年間考えてきました。今年は心を痛め
ることが多い年となりましたが、私たちの思い浮かぶ
「豊か」をお伝えできたかと思います。

【原点…甦るラビアタ…】原種洋蘭「カトレヤ」２０１１-Ⅱ
2011年10月27日(木)～11月2日(水)
写真を撮りはじめてから数十年の歳月が流れまし
た。時々の興味によって撮影の対象はかわります。本
展では、原種洋蘭のカトレヤ、ラビアタにターゲット
をしぼり、選りすぐった作品を展示しました。

お酒と写真を楽しみながら

Thanks for Coming
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豊中市西緑丘3-10-7 カメラのキタム
ラ豊中・豊中店2F
☎06-6855-6645
10:00-18:00
※写真展最終日は15時まで
定休日／年中無休（年末年始は除く）

フォトギャラリーキタムラ
 大阪・豊中

フォトギャラリーキタムラ東京・
新宿では、ギャラリーをご利用
のグループに、展示した写真や
記念写真をまとめたフォトブッ
クを1冊プレゼントしています。

新宿区新宿1-2-6 御苑花忠ビル１F
☎03-3341-7577 http://kitamura.jp/photogallery/
10:00-18:00（土曜日11:00-17:00）
※写真展最終日は15時まで 　定休日／日・祝祭日

❶

フォトギャラリーキタムラ 東京・新宿

フォトブックサービス中

るるる散策隊の背後から。赤くなりかけの紅葉のコントラストが絶妙です。

新
宿
御
苑
の
春
を

写
真
さ
ん
ぽ

見
る
・
撮
る
・
食
べ
る

る 

る 

る

①展示期間8月9日(木)～8月15日(水)　フォトギャラリーキタムラ東京・新宿
８月29日（水）～９月４日（火）　フォトギャラリーキタムラ大阪・豊中
②応募のきまり
7月6日(金)〆切（必着）
展示を希望される作品をプリントし、別紙に①会員番号、②氏名（フリガナ）、③作品
タイトルをお書きの上、作品の裏面に貼り付けてPCC事務局へお送りください。審査
の上、入賞作品50点を決定します。入選された方は、7月中旬にお知らせいたします。
プリントサイズ：A4/4切/W4切のフチナシ　応募料：2,000円
作品送付時に郵便定額小為替を同封してください。 　
※入選されなかった場合は返金いたします。※応募作品は返却いたしませんのでご了承ください。

※応募作品のプリントを額装し展示いたします。※昨年の「なかま展」で展示された方もご応募いただけます。
※応募は、おひとり様１点に限らせていただきます。

③審査員
岡村浩氏（フォトギャラリーキタムラ館長）、板見浩史氏（PCC理事）
④「なかま展」オープニング特別イベント（東京）　板見浩史氏による作品講評＆懇親会
8月9日（木）16：00～20：00（予定）　参加費 4,000円
イベント参加希望の場合は作品応募時に「イベント参加希望」とご記入ください。
昨年の「なかま展」イベントで出会った方がサークルに（→P38）

http://npopcc.jp/

❶新宿通り沿いの富士フォトギャラリ
ー❷HCLフォトギャラリーは新宿御苑
へつづく遊歩道のすぐ前に❸フォトギ
ャラリーキタムラから歩いて数分のシ
リウス❹フォトギャラリーキタムラの
館長・岡村さんと❺らーめん割烹「夕
やけ」ではフォトライフ四季持参で
100円割引に（４月30日まで）

PCC会員の公募展「なかま展2012」作品募集

From
Gallery

撮
り
た
く
な
っ
た
ら
す
ぐ
に
新
宿
御
苑

へ
。
桜
の
季
節
は
も
ち
ろ
ん
、
四
季
折
々

の
花
が
咲
き
、
被
写
体
に
困
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
P
C
C
顧
問
の
写
真
家
・
丹

地
敏
明
さ
ん
も
、
よ
く
撮
影
に
来
ら
れ
て

い
る
の
だ
と
か
。
撮
影
に
熱
中
し
た
ら
、

今
度
は
お
な
か
が
す
い
て
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
は
、
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

キ
タ
ム
ラ
斜
め
前
の
ら
ー
め
ん
割
烹
「
夕

や
け
」
へ
。
店
内
に
は
『
フ
ォ
ト
ラ
イ
フ

四
季
』
本
誌
も
置
い
て
あ
り
、
写
真
愛
好

家
た
ち
が
集
ま
る
お
店
な
の
だ
と
感
じ
さ

せ
ま
す
。
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
新
宿
御

苑
界
隈
を
写
真
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

東
京
都
心
の
自
然
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
の
ひ

と
つ
と
し
て
人
気
が
高
い
新
宿
御
苑
。
新

宿
御
苑
付
近
は
写
真
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
ひ
し

め
く
地
域
。
徒
歩
10
分
圏
内
に
10
店
以
上

も
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
、
１
日
で
何
店

も
見
に
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
日

は
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
キ
タ
ム
ラ
を
出
発

し
、
新
宿
通
り
沿
い
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
シ
リ

ウ
ス
、
道
路
を
渡
っ
た
富
士
フ
ォ
ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー
新
宿
、
新
宿
御
苑
の
遊
歩
道
か
ら

す
ぐ
近
く
の
H
C
L
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
は
し
ご
。
い
い
作
品
を
見
る
と
、
自
分

も
写
真
を
撮
り
た
く
な
り
ま
す
。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ひ
し
め
く

新
宿
御
苑

撮
っ
た
ら
食
べる

新宿御苑の桜は２月中旬から４月下旬まで楽しめる
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